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IT資産管理ソリューションのご提案

会社名 東芝情報システムプロダクツ株式会社（略称：TJPro)

設 立 ２００２年６月７日

資本金 ５,０００万円

代表者 代表取締役社長 福田 利博

本 社 神奈川県川崎市

拠 点 全国主要１０拠点

従業員 ６０名

事業内容 １．ＩＴプロダクツ＆サービスの提供

２．Ｂ２Ｂ（ｅコマース）サービス

３．パッケージインテグレーション

４．ｅ調達構築支援サービス

５．調達業務代行サービス

会社概要
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IT資産管理ソリューションのご提案 弊社ＱＮＤ販売の取り組み

Ｈ１１ ＱＮＤＰｌｕｓ販売開始

Ｈ１３ 戦略商品として位置づけ拡販開始、専任営業部隊、支援技術部隊設置、

サポートサービス開始

同 東芝情報システム（株）にて設備管理システムにＱＮＤを採用（5000クライアント）

同 プライベートブランドＱＮＤ－ＴＪとしてＯＥＭ供給を受ける

同 ＱＮＤ－ＴＪのオプションソフトとして、ｗｅｂＭａｎａｇｅｒ開発、某官公庁に納入

現在に至る。

導入実績（ＱＮＤ） 約110サイト、約10万クライアント

（ｗｅｂＭａｎａｇｅｒ） 12サイト

Ｈ１１ ＱＮＤＰｌｕｓ販売開始

Ｈ１３ 戦略商品として位置づけ拡販開始、専任営業部隊、支援技術部隊設置、

サポートサービス開始

同 東芝情報システム（株）にて設備管理システムにＱＮＤを採用（5000クライアント）

同 プライベートブランドＱＮＤ－ＴＪとしてＯＥＭ供給を受ける

同 ＱＮＤ－ＴＪのオプションソフトとして、ｗｅｂＭａｎａｇｅｒ開発、某官公庁に納入

現在に至る。

導入実績（ＱＮＤ） 約110サイト、約10万クライアント

（ｗｅｂＭａｎａｇｅｒ） 12サイト
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IT資産管理ソリューションのご提案 webManager開発の背景

ＱＮＤを導入頂いたお客様からの声

「ＱＮＤを導入したが、収集結果をどのように活用したらよいか？」

「ＱＮＤで収集したデータを加工して再利用したいが、ＣＳＶだと煩雑」

「データ利用する仕組みを作り込みたいが、余力がない」・・・・

ＱＮＤを導入頂いたお客様からの声

「ＱＮＤを導入したが、収集結果をどのように活用したらよいか？」

「ＱＮＤで収集したデータを加工して再利用したいが、ＣＳＶだと煩雑」

「データ利用する仕組みを作り込みたいが、余力がない」・・・・

・弊社の利用事例（設備管理システム）のご紹介

・お客様ニーズの取込

・他社差別戦略

・弊社の利用事例（設備管理システム）のご紹介

・お客様ニーズの取込

・他社差別戦略

QND TJが収集するHW情報・SW情報、及び任意項目(管理情報)を加工・編集
し、集計・総覧するソリューションの提供

QND TJが収集するHW情報・SW情報、及び任意項目(管理情報)を加工・編集
し、集計・総覧するソリューションの提供
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IT資産管理ソリューションのご提案 webManagerの狙いと目標とする姿

１．狙い
企業が保有しているＩＴ資産であるＰＣ及びソフトウェアの包括的
な管理システムを構築するため、現在の保有状況を正確に把握し、
効果的な設備投資や資源配置の適正化に役立てる情報を提供で
きる仕組み作り。

１．狙い１．狙い
企業が保有しているＩＴ資産であるＰＣ及びソフトウェアの包括的
な管理システムを構築するため、現在の保有状況を正確に把握し、
効果的な設備投資や資源配置の適正化に役立てる情報を提供で
きる仕組み作り。

２．目標とする姿
ハードウェアスペック、インストールソフトの情報が一元的なデー
タベースで管理され、且つ、共有化されている。

設備管理データベースに基づき、精度の高い設備投資計画と導
入が行われている。

２２．目標とする姿．目標とする姿
ハードウェアスペック、インストールソフトの情報が一元的なデー
タベースで管理され、且つ、共有化されている。

設備管理データベースに基づき、精度の高い設備投資計画と導
入が行われている。
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IT資産管理ソリューションのご提案

設備管理システム

資産

リース

レンタル

経費

購入

移動

廃棄

手入力

データの精度が高い

→経理システムでも管理

データの精度が低いデータの精度が低い

設備マシン

ＰＣ：４，０００台
購入ｿﾌﾄ：４，３００種
ＰＣ内：６００ファイル たいへん

弊社事例～設備管理の問題点（１）

既存
シス
テム

照合
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IT資産管理ソリューションのご提案

• 設備機器
– ハード毎のスペック（ＣＰＵ、メモリー、ＨＤＤなど）を統合的に管理することが困難
– 実態に促した設備投資計画、導入ができていない（情物の不一致、元となる情報の欠如）

⇒ 使用目的によっては流用可能設備が破棄されている（不必要な設備計画、導入がなされている）

• 設備機器
– ハード毎のスペック（ＣＰＵ、メモリー、ＨＤＤなど）を統合的に管理することが困難
– 実態に促した設備投資計画、導入ができていない（情物の不一致、元となる情報の欠如）

⇒ 使用目的によっては流用可能設備が破棄されている（不必要な設備計画、導入がなされている）

弊社事例～設備管理の問題点（２）

• 購入ソフト
– ソフトのインストールとマシンとの関係づけの立証が困難／不正コピーが皆無であることの立証が困難

⇒ ライセンスの外部監査に対応できない

• 購入ソフト
– ソフトのインストールとマシンとの関係づけの立証が困難／不正コピーが皆無であることの立証が困難

⇒ ライセンスの外部監査に対応できない

• セキュリティー
– 危険ソフトの導入チェックが困難
⇒ インストール禁止のフリーソフト／ゲームソフトが導入されている可能性（ウィルス、ハッカー、情報盗
みなど）

– インストールが義務づけされているアンチウィルスソフトの導入実態の把握が困難
⇒ ウィルス感染及び拡散

– 禁止されているＬＡＮ直結ＰＣの公衆網モデムカードの着装のチェックが困難
⇒ セキュリティーホールによるハッカー進入の危機

• セキュリティー
– 危険ソフトの導入チェックが困難
⇒ インストール禁止のフリーソフト／ゲームソフトが導入されている可能性（ウィルス、ハッカー、情報盗
みなど）

– インストールが義務づけされているアンチウィルスソフトの導入実態の把握が困難
⇒ ウィルス感染及び拡散

– 禁止されているＬＡＮ直結ＰＣの公衆網モデムカードの着装のチェックが困難
⇒ セキュリティーホールによるハッカー進入の危機
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IT資産管理ソリューションのご提案

１．設備投資の削減
ハード・ソフトの最適配置（不必要なハード・ソフトの購入抑制）
システム化による効果：全社設備投資の５％削減、

１．設備投資の削減１．設備投資の削減
ハード・ソフトの最適配置（不必要なハード・ソフトの購入抑制）
システム化による効果：全社設備投資の５％削減、

２．管理コストの削減
本来行うべきアイテム（データベースの的確なメンテナンス及びハードスペックやインストールソ
フトの棚卸作業）を自動的に行うことによるソフトセービング。
２．５Ｈ／年＊４０００台＝１００００Ｈ＝６３人月

２．管理コストの削減２．管理コストの削減
本来行うべきアイテム（データベースの的確なメンテナンス及びハードスペックやインストールソ
フトの棚卸作業）を自動的に行うことによるソフトセービング。
２．５Ｈ／年＊４０００台＝１００００Ｈ＝６３人月

３．定性的効果
不正コピーに対する損害賠償及び社会的制裁の防止
セキュリティー問題発生防止によるの当社イメージダウンの防止

３．定性的効果３．定性的効果
不正コピーに対する損害賠償及び社会的制裁の防止
セキュリティー問題発生防止によるの当社イメージダウンの防止

期待する効果（弊社事例）
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IT資産管理ソリューションのご提案 導入ポイント（弊社事例）

• ＰＣ保有者（管理者）に起動させる仕組み作り
– 運用管理者の業務軽減

• ＰＣのフィジカル情報の収集手段と割り切る
– ＰＫＧの得意とする所を見極めて使う

• 付加情報（ＰＣのロジカル情報）は必要最小限に
– データ投入者は分からないものがあると起動しない
– 別途、管理者が入力出来る仕組みを作る

• 管理用システムは別に作る
– 管理方法は各社（部門）で異なる
– ＱＮＤ Ｐｌｕｓ以外のデータも扱える

• ＰＣ保有者（管理者）に起動させる仕組み作り
– 運用管理者の業務軽減

• ＰＣのフィジカル情報の収集手段と割り切る
– ＰＫＧの得意とする所を見極めて使う

• 付加情報（ＰＣのロジカル情報）は必要最小限に
– データ投入者は分からないものがあると起動しない
– 別途、管理者が入力出来る仕組みを作る

• 管理用システムは別に作る
– 管理方法は各社（部門）で異なる
– ＱＮＤ Ｐｌｕｓ以外のデータも扱える
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IT資産管理ソリューションのご提案 導入ポイント（弊社事例）

事実に基づく情報による有効的な設備投資

設備台帳
ＤＢ

クライアント
サーバ

棚卸ラベル
印刷

張付け

情物の一致

ＣＳＶ
各部門設備管理者へ情報提供

全てのＰＣ情報が収集される仕組み作りと情報の活用（目標とする
姿）

ラベル無し
設備の撲滅
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IT資産管理ソリューションのご提案

機器台数

ｲﾝｽﾄｰﾙSW本数

使用可能数
（購入SW本数）

管理体系その１～何をどう管理するか

QND TJ WebManagerQND TJ WebManager

ＷｈｏＷｈｏ ＷｈａｔＷｈａｔ ＷｈｅｒｅＷｈｅｒｅ

どこの（所属）

誰が（管理者）

ハードウエア

所有ソフト

購買ライセンス

設置場所

モバイル

ＷｈｙＷｈｙ

共有設備

個人利用

業務用

協力会社用

ＷｈenＷｈen

いつ（時期）

HowMuchHowMuch
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IT資産管理ソリューションのご提案 管理体系その２～収集情報

資産情報 利用者情報 所属組織

利用者／管理者

設備情報 ＨＷ情報
～マシンスペック

SW情報
～ｲﾝｽﾄｰﾙ情報

SW購入情報

場所

用途 共有設備

個人利用

業務用

協力会社用

任意ｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘ情報

HW/SWｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘ情報

外部情報
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IT資産管理ソリューションのご提案 管理体系～組織体系（どう見せるか）

全 社 レベル１組織 レベル２組織

レベル２組織

レベル３組織

レベル３組織

レベル１組織

従業員

従業員

従業員

従業員

従業員

レベル３組織

集計範囲（＝ドリルダウン範囲）
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IT資産管理ソリューションのご提案 管理体系～ＨＷ情報

HW情報 メーカ情報

メーカ情報

メーカ情報

機種名

機種名

機種名

例.東芝 例.DynaBookSS

任意インベントリ項目

ＰＣ

ＰＣ

ＰＣ

ＨＷｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘ

ＨＷｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘ

ＨＷｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘ
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IT資産管理ソリューションのご提案 管理体系～SW情報

SW情報 管理対象SW

管理対象SW

管理対象SW

ｿﾌﾄｳｴｱ名

ｿﾌﾄｳｴｱ名

例：

対象SW（購入製品
名） ：MS Office 
2000Pro

管理情
報 ：購
入ﾗｲｾﾝｽ数（全社、部門別）

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報

例：MS Office 2000ProSR-1

例：MS Office 2000ProSR-1
Disc2

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報
例：9.00.3821

例：9.00.3821

ＳＷインベントリ項目

ＳＷ辞書機能

集計単位

（全社単位、組織
レベル単位）

ｼｽﾃﾑ情報
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IT資産管理ソリューションのご提案

収集エージェントの設定例（任意項目）

選択項目購入方法

入力項目製造番号

入力項目資産番号／リース番号

○選択項目機種

○選択項目メーカ名

選択項目用途

入力項目設置場所or内線番号

○入力項目社員番号

備考備考必須項目必須項目入力タイプ入力タイプ項目名項目名

管理体系～任意項目

※ＷｅｂＭａｎａｇｅｒは任意項目１～８を予約項目としています。
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IT資産管理ソリューションのご提案 システム構成

ハードウェア情報
ソフトウェア情報
任意情報

組織情報.CSV 社員情報.CSV ソフトウェア辞書.CSV

ＱＮＤＴＪ

CSV登録ツールCSV登録ツールＱＮＤ登録ツールＱＮＤ登録ツール

ＳＱＬ Ｓｅｒｖｅｒ

Ｗｅｂペー ジＷｅｂペー ジ

エージェントによる情報収集

エディタによるＣＳＶファイル

の作成

w
ebM

anager
w

ebM
anager
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IT資産管理ソリューションのご提案 ソフトウェア構成

WindowsNT／2000Server

ＱＮＤTJ
ＤａｔａＢａｓｅ
（SQLServer）

webManagerwebManager

Ｗｅｂサーバ
（IIS）

設備管理システム

本システムは、以下のようなソフトウェア群で構成されます。

*設備データ収集：QND TJ 7.2以上
*データベース ：SQLServer2000（サーバライセンス、管理情報アクセスユーザ分
のＣＡＬ）もしくはOracle8i Workgroup Server R8.1.6.0.0

*Ｗｅｂサーバ ：ＩＩＳ4.0以上（Ｗｉｎｄｏｗｓ標準）
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IT資産管理ソリューションのご提案 ハードウェア構成例

情報収集サーバ(QNDTJ)
【システム要件】
WindowsNT4.0Server（SP6以上）／
Windows2000Server
メモリ 192ＭＢ推奨
ﾃﾞｨｽｸ容量 １ＧＢ以上
ディスプレイ SVGA以上推奨

（800×600）
ネットワーク TCP/IP

【推奨要件】
ディスクアレイ、無停電電源装置
バックアップシステム
ウィルス対策ソフト

情報収集サーバ(QNDTJ)
【システム要件】
WindowsNT4.0Server（SP6以上）／
Windows2000Server
メモリ 192ＭＢ推奨
ﾃﾞｨｽｸ容量 １ＧＢ以上
ディスプレイ SVGA以上推奨

（800×600）
ネットワーク TCP/IP

【推奨要件】
ディスクアレイ、無停電電源装置
バックアップシステム
ウィルス対策ソフト

情報管理サーバ(webManager)
【システム要件】
WindowsNT4.0Server（SP6以上）／
Windows2000Server
ＩＩＳ4.0以上
SQLServer
メモリ 192ＭＢ推奨
ﾃﾞｨｽｸ容量 １ＧＢ以上
ディスプレイ SVGA以上推奨

（800×600）
ネットワーク TCP/IP

【推奨要件】
ディスクアレイ、無停電電源装置
バックアップシステム
ウィルス対策ソフト

情報管理サーバ(webManager)
【システム要件】
WindowsNT4.0Server（SP6以上）／
Windows2000Server
ＩＩＳ4.0以上
SQLServer
メモリ 192ＭＢ推奨
ﾃﾞｨｽｸ容量 １ＧＢ以上
ディスプレイ SVGA以上推奨

（800×600）
ネットワーク TCP/IP

【推奨要件】
ディスクアレイ、無停電電源装置
バックアップシステム
ウィルス対策ソフト

TCP/IP
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IT資産管理ソリューションのご提案

本社地区
ＱＮＤサーバー

７５０クライアント

導入済み

各工場に設備管理システムのサーバーを設置し、収集したインベントリー情報を各工場管理者によって管理を行う。

各工場で収集したハードウエア、ソフトウエアインベントリ情報を本社にＣＳＶファイルで集める。

メリット ＊各工場で独自に管理ができる

ＣＳＶファイル
ＣＳＶファイル

某電子部品メーカ
社員数 ：約２０００人

対象ＰＣ ：１４３０台

関連会社展開検討

工場 工場 工場 事業本部

ＱＮＤｻｰﾊﾞｰ ＱＮＤｻｰﾊﾞｰ ＱＮＤｻｰﾊﾞｰ ＱＮＤｻｰﾊﾞｰ

ＣＳＶファイル ＣＳＶファイル

導入事例

１８０クライアント １５０クライアント １００クライアント ２５０クライアント
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IT資産管理ソリューションのご提案 スクリーンショット
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IT資産管理ソリューションのご提案 スクリーンショット～部門別状況一覧

部門別状況一覧は、指定期間でQND
エージェントが実行されたかどうかを一覧
表示します。

部門別の実行状況や、誰がエージェント
を実行したかが把握でき、管理者が進捗
が遅れている部門や担当者をフォローし
やすくなりました。
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IT資産管理ソリューションのご提案 スクリーンショット～機種別設備総覧
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IT資産管理ソリューションのご提案 スクリーンショット～メーカー別設備総覧
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IT資産管理ソリューションのご提案 スクリーンショット～ＯＳ別設備総覧
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IT資産管理ソリューションのご提案 スクリーンショット～主要ソフトウェア総覧
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IT資産管理ソリューションのご提案

部門でドリ
ルダウン

ＰＣを指定してドリルダウン

スクリーンショット～ドリルダウン例
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IT資産管理ソリューションのご提案 スクリーンショット～ドリルダウン例

部門で購入したﾗｲｾﾝｽ数と

ｲﾝｽﾄｰﾙ数の対比表示

指定ｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙ状況表示
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IT資産管理ソリューションのご提案

段階的な導入とスケジュールを明確化

① 推進部門内での試行 トライアル／評価

② 部門への展開（限定的） ～ 依頼部門へのネゴシエーション

③ 全社展開 ～ 全社告知／説明会等の実施による周知徹底

操作説明 ～ エージェント導入方法（ネットワーククライアント／非ネット

ワーククライアント）、入力要項等

部門ごとの責任の明確化

－ 部門窓口設定

－ フォローのルーチン化（自部門、管下協力会社）

部門ごとに実施期間設定

④ 部門責任者によるフォロー

導入のポイント
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IT資産管理ソリューションのご提案 導入ポイント～スケジュール例

３～４週間１週間１～２日１週間１日１週間予 定

1.試行期間
（１week程度）

webManager
試行

1.対象ｸﾗｲｱﾝﾄ電源
投入
2本番運用への参加
1).ｴｰｼﾞｪﾝﾄの実行
2) 情報収集

1.対象ｸﾗｲｱﾝﾄ電源
投入
2.試行参加

1)ｴｰｼﾞｪﾝの実行
2)情報収集

現場御担当

1.試行評価（同上）
2.全社展開
3.中間フォロー

1.試行評価（同上）1.準備作業
クライアント情 報
収集
2.試行運用
（１week程度、特定
部門）

1.運用体制決定
2.試行運用部門選
定
3.現場協力依頼

組織ﾏｽﾀ、社員ﾏｽﾀ
の提供

ｼｽﾃﾑ管理御担
当

1.試行評価
1)設備管理
2)ｿﾌﾄ管理

1.試行評価
1)配布方法検証
2)収集ﾃﾞｰﾀ検証

2.ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄｼｽﾃﾑ設
定／教育（ｿﾌﾄｳｪｱ
辞書作成含む）

1..ｼｽﾃﾑ設定
（QND-TJ）
2.試行用ｴｰｼﾞｪﾝﾄ作
成（サンプル御提
示）
3.クライアント情報
収集
4.運用ご教育
（QND-TJ）

1.導入御提案
1)収集方式
2)収集項目
3)運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ
4)管理ｿﾌﾄｳｪｱ
5)組織ﾏｽﾀ、社
員／社員ﾏｽﾀの作
成

弊社

webManager
評価・本番評価ｴｰｼﾞｪﾝﾄ試行導入導入前担当
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IT資産管理ソリューションのご提案

•• お問い合わせ先お問い合わせ先

東芝情報システムプロダクツ（株）東芝情報システムプロダクツ（株）

パッケージ営業部パッケージ営業部

℡℡ ０４４－２００－５６８００４４－２００－５６８０
ee--mailmail ｑｎｄｓａｌｅｓ＠ｔｊｓｙｓ．ｃｏ．ｊｐｑｎｄｓａｌｅｓ＠ｔｊｓｙｓ．ｃｏ．ｊｐ


